
自動車通勤多数

事業者名 中分類業種 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置

　株式会社アルビオン　 化学工業 ○ ○ ○
交通安全・交通事故防止の観点で、交通
安全講和会（1回/年）を実施

○ ○ ○
新入社員の受け入れ時に公共交通機関の利用を
促す。

○ ○ ○
最寄駅⇔事業所間で従業員通勤用の送迎バスの
運行を委託しており約60名が利用中、公共交通機
関利用を促進している。

ー ー ー ○ ○ ○ 交通安全講和会の開催（1回/年） ○ ○ ○
屋根付駐輪場の設置　　日常的に清掃を行い維持に
努めている。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
原則、本人の住所から事業所までの通勤距離が直線
1.5km以下は通勤手当を無支給とする。燃費向上による
ガソリン代支給の基準計算式を必要に応じ改訂する。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
マイカー通勤者に対して、エコ運転の啓蒙やバス
通勤への転換を促す広報を図る。

○ ○ ○
通勤許可証にエコドライブの意識付けに関する事を記
載し意識付けを図る。

○ ○ ○
社内の交通安全講習会受講によりエコドライブ実
践の定着を図る。

○ ○ ○
国の補助制度や税制上の優遇措置の
情報提供

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
事業所構内でのアイドリングストップの順守
事業所構内の通勤速度を20km/ｈとする。

ー ー ー

　共同印刷株式会社　川島ソリューションセンター　 印刷・同関連業 ー ー ー ○ ○ ○
ホームページに公共交通機関でのアクセス案内と
地図及びバス時刻表を掲載。また、各職場ににバス
時刻表を配信している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 敷地内に屋根付き駐輪場を設置している。 ー ー ー ○ ○ ○
勤務地から道のりで1.500ｍ以上、遠方から
通勤する者に対し通勤交通費を支給。

○ ○ ○ 自家用諸車通勤交通費の燃料費価格を毎年見直し。 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 工場外の会議は、ほぼリモート会議を実施。 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
フレックス勤務制度を導入し、時差出勤を推奨し
ている。

○ ○ ○ 駐車場内でのアイドリングストップをルール化 ○ ○ ○
通勤経路、手段の定期的な見直し（2回／
年）にて、最適な通勤手段への変更機会を
増加させている。

　共同印刷株式会社　鶴ヶ島工場 印刷・同関連業 ー ー ー ○ ○ ○
ホームページに公共交通機関でのアクセス案内と
地図及びバス時刻表を掲載。また、各職場ににバス
時刻表を配信している。

○ ○ ○
周辺企業で共同運行をされているバス（LNG車）を
利用している。
（最寄り駅～事業所）

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 敷地内に屋根付き駐輪場を設置している。 ー ー ー ○ ○ ○
勤務地から道のりで1.500ｍ以上、遠方から
通勤する者に対し通勤交通費を支給。

○ ○ ○ 自家用諸車通勤交通費の燃料費価格を毎年見直し。 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 工場外の会議は、ほぼリモート会議を実施。 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
フレックス勤務制度を導入し、時差出勤を推奨し
ている。

○ ○ ○ 駐車場内でのアイドリングストップをルール化 ○ ○ ○
通勤経路、手段の定期的な見直し（2回／
年）にて、最適な通勤手段への変更機会を
増加させている。

　グリコマニュファクチャリングジャパン株式会社 食料品製造業 ○ ○ ○
安全運転の順守、飲酒運転防止（入社時
の誓約書提出義務化）

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
年1回の安全教育を通じた安全運転の呼びかけ、保険加
入義務化

○ ○ ○
200台分の屋根付き駐車場の設置と維持管理、
夜間自動点灯照明装置の設置、LEDへの更新による
照明切れ発生減

ー ー ー ○ ○ ○
自転車手当（メンテナンス費用等への活用）
の支給（月1,000円）

○ ○ ○ 実勢に合わせた通勤手当の見直し（年4回） ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 一部事務社員へのテレワーク導入 ー ー ー ○ ○ ○ 自動車通勤者への急発進・急停車等運転指導の実施 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 生産体制に応じた時差出勤の実施 ー ー ー ー ー ー

　株式会社湖池屋 食料品製造業 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 久喜駅、加須駅にて一部従業員に実施 ー ー ー ○ ○ ○
傘使用禁止、保険加入義務付け、入社時に危険運転しな
いように安全教育実施

○ ○ ○ 車輪止め設置 ー ー ー ○ ○ ○ 片道２㎞以上の方へ交通費１，０００円支給 ○ ○ ○ 片道２㎞圏内の自家用自動車通勤の原則禁止 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 一部従業員で導入 ー ー ー ○ ○ ○ 資料掲示 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ９つの時間帯で時差通勤 ー ー ー ー ー ー

　コーセーインダストリー株式会社 化学工業 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
朝;稲荷山公園駅 ⇒ 狭山市駅 ⇒ 当事業所
夜;当事業所 ⇒ 狭山市駅 ⇒ 稲荷山公園駅
合計15便を運行している

○ ○ ○
送迎バスの運行
交通費支給

○ ○ ○ 自転車損害保険等への加入 ○ ○ ○ 事業所内に充分な広さの駐輪場を3ヶ所設けている ○ ○ ○
特に自転車通勤者を対象としてはいないが、個人別
のロッカーを設置

○ ○ ○
自宅から会社まで、直線で1.5km•走行距離で
2.0km以上の自転車通勤者には交通費を支
給している。

○ ○ ○
任意保険の条件として、相手への賠償は対人・対物が
無制限である事。
また、使用目的は通勤・通学を条件としている。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
在宅勤務の実施。
WEB会議の推奨。

ー ー ー ○ ○ ○
マイカー通勤者・送迎バス・運搬車両など事業所内アイ
ドリングストップの呼びかけ。
アイドリングストップの立て看板の設置。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　株式会社サイボク　 食料品製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 駐輪場への照明・屋根についての定期修繕の実施。 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 場内でのアイドリングストップを推奨 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 駐車場内に、アイドリングストップの掲示 ー ー ー

　株式会社すかいらーく　 食料品製造業 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
細かい出退勤時間に合わせた送迎ダイヤを設定。
降雪時等異常事態時は最寄駅以外へも送迎ルート
を設定

ー ー ー ○ ○ ○
賠償責任保険の紹介、推奨を継続的に実施　自転車通
勤手当を支給

○ ○ ○ 十分なスペースの駐輪場を確保と放置自転車の撤去 ー ー ー ○ ○ ○ 月額５００円通勤費の支給 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　株式会社西友　埼玉工場 食料品製造業 ー ー ー ○ ○ ○ バス時刻表の掲示 ○ ○ ○ 川越駅、新所沢駅、上福岡駅からの送迎バス運行 ー ー ー ○ ○ ○ 敷地内に屋根付き駐輪場あり ○ ○ ○ ・照明設置　バイク置き場と自転車置き場を別に設置 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 従業員駐車場　有料化 ー ー ー ○ ○ ○ 川越オフィス勤務者　５０％以上テレワーク実施 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 雇用条件によって勤務時間は各選択可

　第一三共バイオテック株式会社 化学工業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 2018年設置の屋根付き駐輪場を維持管理 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
入社時環境関連の教育訓練を実施し公共交
通機関の利用を推進

ー ー ー

　DIC株式会社　 化学工業 ー ー ー ○ ○ ○
最寄り駅までの時刻表（バス・電車）を事務棟内に
掲示している。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
自転車を利用する場合、保険金額が1億円以上の個人賠
償保険に加入することを許可条件としている。

○ ○ ○
屋根付き駐輪場を設置し、定期的な利用状況の点検、
整備・整頓等を実施している。

○ ○ ○
関係会社で生産している自転車用ヘルメットを社内
Webに掲載している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
テレワーク勤務制度ガイドラインを作成し、1 か
月の就業日数の半分迄（月50％以上の出社）と
している。

ー ー ー ○ ○ ○ 自動車通勤者の安全運転講習を年２回実施している。 ○ ○ ○
上記研修の中でエコドライブついての項目を入れ
ている。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　トーヨーケム株式会社 化学工業 ○ ○ ○ 通勤時の交通災害の減少 ○ ○ ○
バス運行状況の表示を行い、リアルタイムな情報提
供行うことで、バス待ちの目安を把握できるようにし
ている。

○ ○ ○
川越事業所の正面に西武バスのバス停があり、川
越駅と新所沢駅に直通で行けるため、自前の送迎
バスは不要な環境である。

○ ○ ○
バス代を含む全ての公共交通機関
の交通費は、通勤費として全額支給
している。

○ ○ ○ 条例に基づく　リフレットの配布 ○ ○ ○ 十分な広さを確保して、雨よけ等を設置 ○ ○ ○ 全従業員に向けて更衣室の設置 ー ー ー ○ ○ ○

通勤距離２ｋｍ以上の従業員は自動車通勤の許可申請
を受理している。
自家用車通勤手当支給額を燃料消費率14km/Lから
15km/L換算額へ変更。

ー ー ー ー ー ー
公共交通機関が不便な立地であること、夜勤交
代勤務者が居ることから現時点では予定なし

○ ○ ○
テレワーク制度あり。事業所としてもテレワーク
の実施を推奨している。

ー ー ー 特になし ○ ○ ○

・車での外来者には、入門証でアイドリングストップを要
請
・車通勤者に対し、場内駐車場、誘導路にアイドリング
ストップ表示板で啓蒙活動実施

○ ○ ○
社内の安全運転講習会においてエコドライブは燃
費向上以外に交通事故低減に効果的である啓蒙
活動を行う。

ー ー ー 特になし ○ ○ ○
ガソリン代金支給について、社内規定に基
づく燃費計算で支給しているので、燃費の
良い車で通勤しているとメリットが有る

ー ー ー ○ ○ ○
パート社員の出勤時間を30分刻みで設定し通勤
時間の分散を図っている。

ー ー ー ー ー ー

　TOPPANエッジ株式会社　嵐山工場 印刷・同関連業 ○ ○ ○ アイドリングストップ推進 ー ー ー ○ ○ ○ 定期送迎バスの運行 ー ー ー ○ ○ ○ 自転車通勤者(使用者)安全教育の実施 ○ ○ ○ 転倒防止付駐輪場の設置 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 通勤手当の燃費基準、精算方法の見直し ○ ○ ○ 請負業者には駐車場代有料 ー ー ー ○ ○ ○
モバイルPCやリモート接続による在宅ワークイン
フラの整備実施

ー ー ー ○ ○ ○
従業員への総務連絡などを利用して、自家用自動車通
勤者に対して、通勤の際にはエコドライブを実践するよ
う促す。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
スタッフ系従業員のスマートワーク(オフピーク出
社、退社など)勤務の制度整備

ー ー ー ー ー ー

　トッパン株式会社　幸手工場 印刷・同関連業 ○ ○ ○
法令遵守指導、安全運転・アイドリングス
トップ励行、通勤災害注意、年1回の安全
運転講習会実施

ー ー ー ○ ○ ○
出勤・退勤時に最寄駅から社バス（送迎バス）を運
行

ー ー ー ○ ○ ○
工場内は下車して歩行を励行、保険加入の徹底、年1回
の安全運転講習会実施

○ ○ ○ 駐輪場の維持管理を継続 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ テレワーク、リモート会議を導入・実施中 ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップの励行、年1回の安全運転講習会
実施

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　日清シスコ株式会社 食料品製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
通勤で自転車利用する従業員には自転車保険の加入を
義務付けている。

○ ○ ○ 駐輪場を工場敷地内に設置している。 ○ ○ ○ 守衛所に手動の空気入れを常備している ー ー ー ○ ○ ○ 通勤手当・基準の定期的な見直し ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ テレワーク制度の導入【本社・間接部門のみ】 ー ー ー ○ ○ ○ 工場敷地内にアイドリングストップ表示の掲示。 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 一部部門にフレックス制度を導入 ー ー ー ー ー ー

　東日本明星株式会社　 食料品製造業 ー ー ー ○ ○ ○
自家用自動車通勤者に対して、自転車、電車による
通勤手段変更の推奨を掲示。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 自転車保険加入義務化及び斡旋 ○ ○ ○
工場敷地内に屋根付きの駐輪場を設置。定期的な清
掃、点検を実施。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
1.5ｋｍ未満の自家用自動車による通勤は、原則禁止。
通勤に自家用自動車を使用した場合には、通勤手当を
支給しない。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
明星食品グループ内でエコドライブ実施を推奨。県条例
に基づき駐車場におけるアイドリングストップを実施。
（放送にて周知も実施）

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
環境への意識向上のために、エコ検定の受
験を推奨

ー ー ー

　株式会社ファイントゥデイインダストリーズ 化学工業 ー ー ー ○ ○ ○ 送迎バス・路線バスの時刻表を提示。 ○ ○ ○
久喜から工場までの間、生き帰りと利用者数に応じ
た運行を行う

ー ー ー ○ ○ ○ 自転車利用に関する規定があり、安全利用を促している ○ ○ ○ 屋根付きの駐輪場を完備している ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
社内規定において通勤時における自家用車通勤は禁
止であるが、会社が定める条件に該当する場合は、自
家用車の許可を認めている。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ テレワーク制度があり、継続運用中。 ○ ○ ○ エコ通勤dayを任意で設定し運用している ○ ○ ○
場内への入退場の際、アイドリングストップの協力を求
める。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
フレックスタイム制度があり、利用者の通勤時間
は選択可能な状況にある。

ー ー ー ー ー ー

　武州製薬株式会社　本社・川越工場　 化学工業 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 工業団地内循環バスを利用している。 ー ー ー ○ ○ ○
・任意保険の加入義務
・左側通行、左寄通行、ながら運転禁止等の啓発

○ ○ ○ 屋根付き駐輪場の整備 ー ー ー ー ー ー － － － ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
主に間接部門において、テレワーク・リモート会
議を導入している。

－ － － － － － － － － ー ー ー － － － － － － ○ ○ ○
主に間接部門において、フレックスタイム制度を
導入している。

－ － － ー ー ー

　武州製薬株式会社　美里工場 化学工業 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 本庄駅～美里工場まで（派遣社員に限る） ー ー ー ○ ○ ○
・任意保険の加入義務
・左側通行、左寄通行、ながら運転禁止等の啓発

○ ○ ○ 駐輪場の整備 ○ ○ ○
自転車通勤者用の構内駐車場内のルート確保、整
備

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 事務系職場においてテレワークをしている。 ー ー ー ○ ○ ○ エコドライブ10のすすめの周知啓発 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ フレックス出勤など（間接部門に限る） ○ ○ ○
社有車の共同利用（相乗り）による川越工場-
美里工場間移動

ー ー ー

　株式会社明治 食料品製造業 ー ー ー 無し ○ ー ー バスの時刻表を掲示している。 ○ ー ー

富士見工業団地工業会の共同運行バスの利用を
推奨している。
（「人に優しい、環境に優しいバス」圧縮天然ガス燃
料（ＣＮＧ）を使用）

○ ー ー
上記、共同運行バスの利用料金は
会社が負担している。

○ ー ー
埼玉県条例で定められている「賠償責任保険」の加入を
自転車通勤許可条件としている。

○ ー ー 敷地境界の正門付近に大型駐輪場を設置している。 ー ー ー 特に無し。 ー ー ー 特に無し。 ○ ー ー
マイカー通勤許可条件を設定しており、近隣居住者には
許可していない。

ー ー ー 特に無し。 ー ー ー 特に無し。 ○ ー ー
テレワーク制度は全社展開されているが、工場
で制度を活用できる従業員は限定的である。

○ ー ー 時より、健康保険組合より、啓蒙依頼がある。 ○ － －
エコドライブに特化していないが、（SDGs）特に環境との
調和に関して、啓蒙している。

ー ー － 特に無し。 ー ー ー 特に無し。 ー ー ー 特に無し。 ー ー ー 特に無し。 ○ ー ー
勤務帯に応じて（朝・昼・夕・夜）と通勤帯が分散さ
れている。

○ ー ー
埼玉県条例に則り、場内でのアイドリングス
トップを周知している。

ー ー ー

5-(1)エコドライブの啓発

7時差通勤の実施

1マイカー通勤に係る重点目標の設定 2-(1)公共交通機関利用促進のための情報提供 2-(2)送迎バス等の運行 2-(3)公共交通機関利用者への優遇策 3-(1)自転車の安全利用の促進 3-(2)利用しやすい駐輪場の設置・維持管理 3-(3)駐輪場以外の自転車通勤者向け設備の設置・維持管理 3-(4)自転車通勤者への優遇策

1マイカー通勤に係る重点目標の設定 2公共交通機関への転換の推進 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4その他マイカー通勤を削減するための取組 5エコドライブの推進 6従業員の通勤車両に関する低燃費車利用促進

4-(1)自家用自動車の通勤手当及び許可基準等通勤制度の見直し
4-(2)従業員用駐車場の有料化又は駐車場台数の
削減

4-(3)ノーマイカーデーの実施 4-(4)テレワーク、リモート会議の導入 4-(5)マイカー通勤削減のための啓発活動の実施 8-(2)その他の必要な取組

8その他の必要な取組

5-(2)エコドライブ研修の実施 6-(1)低燃費車の購入支援等 6-(2)低燃費車利用者への優遇策 6-(3)従業員用充電設備の設置 7時差通勤の実施 8-(1)その他の必要な取組


